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は
じ
め
に

　

近
世
公
家
の
家
臣
統
制
や
家
政
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
先
業
（
１
）

に
加
え
て
、
拙
稿
（
２
）
に
お
い
て
も
検
討
し
、
少
し
ず
つ
そ
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
公
家
が
そ
の
領
地
を
い
か
に
支
配
し
て
い
た
か
、
ま
た
は
公

家
家
臣
が
郡
代
・
代
官
と
し
て
在
地
支
配
を
い
か
に
進
め
て
い
た
か
に
つ

い
て
は
未
だ
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

近
世
の
公
家
領
に
つ
い
て
は
、山
城
及
び
山
城
近
国
へ
集
中
し
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
が
相
給
と
な
っ
て
散
在
し
て
い
た
特
色
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
３
）。
井
ヶ
田
良
治
氏
は
、
一
五
領
主
の
存
在
し
た
今
里
村
を
分
析
し
、

村
役
人
の
非
法
の
取
締
り
を
公
家
領
主
で
は
な
く
京
都
町
奉
行
に
訴
え
出

た
事
例
等
に
着
目
し
、
非
領
国
地
帯
の
独
自
性
を
主
張
す
る
一
方
、
村
役

人
と
共
謀
し
非
法
に
及
ぶ
諸
大
夫
が
い
て
、
公
家
の
紛
争
処
理
能
力
を
欠

い
て
い
た
点
を
強
調
し
て
い
る
（
４
）。
ま
た
、
神
崎
彰
利
氏
は
、
中
久
世

村
の
久
世
家
領
（
高
二
〇
〇
石
）
を
分
析
し
、
享
保
期
の
村
役
人
に
よ
る

不
正
賦
課
に
対
す
る
争
論
が
京
都
町
奉
行
に
至
っ
た
が
、
久
世
家
家
司
の

手
に
よ
っ
て
終
結
し
た
点
を
明
か
に
し
て
い
る
（
５
）。
右
を
踏
ま
え
、
水

本
邦
彦
氏
は
京
都
町
奉
行
に
よ
る
広
域
行
政
下
、
公
家
・
寺
社
ら
が
村
内

の
土
地
を
分
有
し
た
こ
と
を
述
べ
る
一
方
（
６
）、
田
中
淳
一
郎
氏
は
地
下

官
人
が
相
給
方
の
公
家
領
に
ま
で
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を

論
じ
て
い
る
（
７
）。

　

近
年
で
は
、
平
塚
理
子
・
尾
脇
秀
和
氏
に
よ
り
、
門
跡
・
公
家
領
に
お

け
る
領
主
と
村
役
人
層
・
豪
農
と
の
関
係
、
村
運
営
の
実
態
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
（
８
）。
山
田
淳
平
氏
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
京
郊
地
域
の

相
給
支
配
の
実
態
解
明
を
通
し
て
、
近
世
寺
社
領
・
公
家
領
の
性
格
に
言

学
術
論
文

近
世
後
期
に
お
け
る
公
家
の
在
地
支
配
　

　
— 
天
保
期
、
今
出
川
領
下
鳥
羽
村
不
勘
定
一
件
を
中
心
に 

—

　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
天
保
期
、
公
家
領
、
今
出
川
家
、
下
鳥
羽
村
、
不
勘
定
一
件
、
公
家
家
法
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及
し
、
特
に
京
都
西
郊
地
域
に
お
け
る
寺
院
領
主
の
強
い
影
響
力
を
指
摘

し
て
い
る
（
９
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
公
家
領
に
お
け
る
在
地
支
配
の
実
情

を
な
お
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

法
制
史
の
平
松
義
郎
氏
は
、
一
家
領
限
り
の
事
件
に
つ
い
て
は
旗
本
と

同
様
に
裁
判
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
上
方
八
か
国
の
支
配
を

お
こ
な
う
京
都
・
大
坂
町
奉
行
が
刑
政
に
当
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
10
）。
小
島
信
泰
氏
は
、
支
配
違
い
の
出
入

や
、
一
家
領
限
り
の
事
件
で
あ
っ
て
も
評
定
所
の
差
図
を
受
け
て
町
奉
行

や
寺
社
奉
行
ら
武
家
側
が
裁
判
権
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
朝
廷
や
諸
公
家
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
の
裁
判
制
度
の

実
態
を
解
明
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
11
）。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
近
世
後
期
、
特
に
天
保
期
の
今
出
川

家
の
所
領
、
下
鳥
羽
村
に
お
け
る
不
勘
定
一
件
を
通
し
て
、
公
家
の
在
地

支
配
と
そ
の
領
主
認
識
の
一
端
を
主
に
公
家
史
料
か
ら
分
析
す
る
。
特
に

断
ら
な
い
限
り
、
引
用
史
料
は
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
「
菊
亭
文
庫
」
の

「
日
次
記
（
12
）」
で
あ
る
（
以
下
、史
料
の
整
理
番
号
を
カ
ッ
コ
内
に
記
す
）。

一　

天
保
期
、
下
鳥
羽
村
不
勘
定
一
件

　

清
華
家
の
今
出
川
家
は
、
家
系
が
閑
院
家
（
西
園
寺
流
）
で
、
そ
の
所

領
は
下
の
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
一
六
五
五

石
余
の
家
領
が
充
行
わ
れ
、
摂
家
に
次
ぐ
家
格
の
清
華
家
の
中
で
最
も
高

い
石
高
を
領
し
た
公
家
で
あ
る
。

　

表
１
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
本
稿
で
着
目
す
る
下
鳥
羽
村
は
、
明

治
元
年
の
総
石
高
に
対
し
て
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
今
出
川
家
に
と
っ

て
家
領
の
本
貫
と
も
い

え
る
所
領
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
下
鳥
羽

村
は
、
京
都
代
官
支
配

の
二
石
五
斗
六
升
八
合

と
の
相
給
で
あ
っ
た

（
13
））。
ち
な
み
に
近
世

中
期
の
石
高
を
拾
い
出

し
て
み
る
と
、
享
保

一
四
年
（
一
七
二
九
）

の
下
鳥
羽
村
に
お
け
る

石
高
は
、
六
九
〇
石
四

斗
六
升
七
合
で
あ
る

（
14
）。

　

下
鳥
羽
村
は
、
車
借

の
大
沢
氏
と
問
丸
の
小

笹
氏
ら
を
中
心
に
、
淀

川
か
ら
の
物
資
輸
送
の

拠
点
と
し
て
、
二
条
城

米
や
禁
裏
御
料
年
貢
米

の
廻
米
等
を
担
う
運
送

業
の
村
と
な
っ
て
お
り

（
15
）、
両
者
、
特
に
大

沢
氏
は
、
庄
屋
・
年
寄
・

惣
代
ら
村
役
人
と
と
も

－310（2）－

（単位：石）
『旧高旧領取調
帳』

元和3年 寛永10年 正保2年 寛文5年 明治元年

山城国紀伊郡下鳥羽村 京都市伏見区 647.5 647.5 647.5 647.5 785.4711

山城国紀伊郡吉祥院村 京都市南区 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3

山城国乙訓郡井内村 長岡京市 105 105 105 105 111.855

山城国乙訓郡下植野村 大山崎町 273 273 273 273 277.35

山城国乙訓郡大藪村 京都市南区 27 27 27 27 27

河内国茨田郡門真庄一番村 大阪府茨田郡門真市 300 300 0

近江国蒲生郡長田村 滋賀県 300 300 300 300

計　　 1055.8 1355.8 1655.8 1655.8 1504.9761

『寛文朱印留』

＊国立史料館編『寛文朱印留』(東京大学出版会、1980年)､(『旧高旧領取調帳　近畿編』近藤出版社、
1975年)。

表 1　今出川家家領の変遷
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に
、
村
政
に
か
か
わ
っ
て
い
た
（
16
）。

　

下
鳥
羽
村
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
村
況
を
う
か
が
い
知
る
基
本
的
な
史

料
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
近
世
中
期
頃
と
思
わ
れ
る
下
鳥

羽
村
は
、
寺
が
一
〇
か
寺
（
一
か
寺
は
除
寺
）、
小
社
が
二
か
所
、
家
数

二
三
二
軒
、
男
五
八
八
人
、
女
五
二
七
人
、
計
一
一
一
五
人
、
牛
四
八
疋
、

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
（
17
）。
そ
し
て
明
治
初
期
の
場
合
、
田
八
二
町
二

反
二
畝
二
〇
歩
、
畑
九
町
八
反
二
畝
二
三
歩
五
厘
、
新
田
三
町
七
反
二
畝

一
五
歩
、
新
畑
一
五
町
六
反
七
畝
二
七
歩
、
大
縄
田
一
町
一
反
五
畝
一
四

歩
五
厘
、
大
縄
畑
八
畝
五
歩
、
計
一
一
二
町
六
反
九
畝
一
五
歩
で
あ
り
、

本
籍
二
二
二
戸
（
士
族
五
戸
、
平
民
二
一
七
戸
）、
男
六
〇
一
人
、
女

五
七
六
人
、
計
一
〇
七
七
人
と
な
っ
て
い
る
（
18
）。

　

下
鳥
羽
村
で
不
勘
定
一
件
が
起
き
た
天
保
期
、
今
出
川
家
当
主
は
若
き

公
久
で
あ
っ
た
（
19
）。
公
久
は
、
父
尚
季
が
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に

二
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
跡
を
嗣
い
だ
が
、自
ら
も
天
保
七
年
（
一
八
六
三
）

に
は
三
一
歳
の
若
さ
で
急
逝
す
る
。

　

ま
ず
は
「
日
次
記
」
天
保
四
年
六
月
二
三
日
条
（
整
理
番
号

一
一
九
八
）
よ
り
、
次
の
史
料
１
を
引
用
す
る
。

【
史
料
１
】

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
鳥
羽
村　

問
屋
又
之
進
へ

　
　
　

被　

仰
渡
、
左
之
通
、

　
　
　

従
来
侍
分
定
年
番
於
村
方
ニ
ハ
被
重
役
ニ

仰
付
、
御
役
料
米
被
下
置
有
之
候
ニ
付
、
御
用
向
万
事
不
相
滞
様

重
も
立
可
相
勤
候
処
、
無
其
義
近
年
御
用
向
麁
末
ニ
相
心
得
、
都

而
被
仰
付
候
義
等
閑
ニ
致
置
、
其
上
此
度
御
用
銀
調
印
之
義
ニ
付
、

厚
御
利
解
被
仰
渡
候
得
共
、
其
役
乍
相
勤
右
御
利
解
茂
不
相
弁
、

押
而
御
断
申
上
候
条
、
外
村
役
少
〻
調
印
ニ
も
相
審
、
御
用
向
御

差
支
ニ
相
成
、
剰
対

御
地
頭
甚
過
言
不
敬
之
義
申
上
候
段
、
不
埒
之
至
ニ
候
、
依
之
厳

重
可
被
仰
付
候
得
共
、
寛
免
之
以
御
沙
法
侍
分
定
年
番
被 

召
上
、

隠
居
被
仰
付
候
、
尤
参

殿
幷
御
家
中
一
統
出
入
往
反
堅
ク
御
差
留
被

仰
付
候
義
、
文
政
六
年
五
月
廿
八
日
被

仰
渡
候
処
、
当
年

故
内
府
様
御
三
十
三
回
御
忌
御
相
当
ニ
付
、
以

思
召
以
前
被　

召
上
侍
分
幷
ニ
参
殿
、
御
家
中
一
統
出
入
往
反
之

義
被
同
免
候
ニ
付
、
大
和
介
・
隼
人
等
ゟ
申
渡
候
事
、

　
　
　
　
　
　

尤
本
人
病
気
ニ
付
、
倅
当
時
又
左
衛
門
出
候
、

　

史
料
１
に
よ
れ
ば
、
下
鳥
羽
村
大
沢
又
之
進
が
、
侍
分
定
年
番
の
重
役

を
担
い
、
役
料
米
が
支
給
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
御
用
を
果
た
さ
ず
、

地
頭
（
今
出
川
公
久
）
の
仰
せ
を
等
閑
に
し
て
御
用
銀
を
断
る
、
地
頭
へ

過
言
に
及
ぶ
な
ど
不
埒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、

（
一
等
宥
免
の
う
え
）
侍
分
定
年
番
を
召
し
上
げ
ら
れ
、
隠
居
を
仰
せ
付

け
ら
れ
た
こ
と
、
天
保
四
年
六
月
に
後
一
林
院
殿
（
今
出
川
実
種
）
三
三

回
忌
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、
侍
分
や
家
中
と
の
往
反
を
許
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
（
又
之
進
は
当
時
、
病
気
に
よ
り
出
頭
で
き
ず
、
倅
又
左
衛
門

に
伝
え
ら
れ
た
）。

　

ち
な
み
に
七
月
三
〇
日
（
整
理
番
号
一
一
九
九
）、
倅
の
大
沢
又
左 

衛
門
に
対
し
て
は
、「
先
年
不
調
法
之
義
ニ
付
、
苗
字
帯
刀
侍
分
御
取
上

之
処
、
当
年
御
年
回
ニ
付
、
格
別
之
以
思
召
被
為
免
候
ニ
付
、
右
御
礼
申

上
候
、
尤
早
速
参
殿
可
仕
筈
之
処
、
所
労
延
引
之
段
、
御
断
申
上
候
、
右

－309（3）－
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ニ
付
御
肴
料
金
百
疋
献
上
、」
と
い
う
こ
と
で
、
又
左
衛
門
も
不
調
法
に

よ
り
侍
分
を
失
し
て
い
て
、
赦
免
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
天
保
四
年
一
二
月
二
五
日
条
（
整
理
番
号
一
二
〇
〇
）
よ
り
、

史
料
２
を
引
用
す
る
。

【
史
料
２
】

　
　

一
今
度
於
大
坂
表
新
銀
主
有
之
旨
ニ
而
、

御
殿
御
為
方
之
儀
申
出
御
勝
手
方
御
仕
法
等
仕
度
、
且
御
借
財 

高
明
細
書
御
下
ケ
之
儀
相
願
度
段
、
青
士
方
井
手
官
司
へ
向
、
先

頃
ゟ

願
出
段
〻
聞
糺
候
所
、
相
互
ニ

一
命
ヲ

懸
ケ

約
諾
仕
候
事 

故
、
於
御
聞
届
者
、
急
度
御
為
方
之
儀
取
扱
可
仕
段
達
而
相
願
、

依
之
何
レ

兼
而

御
改
革
ニ
も

可
相
成
折
柄
故
、
御
許
容
相
成
候
、 

然
ル
処
下
鳥
羽
村
庄
屋
忠
次
郎
勘
定
合
一
件
、
先
達
而
ゟ
百
姓
共 

御
取
調
之
儀
、
前
〻
願
出
有
之
候
処
、
兎
角
等
閑
相
成
、
今
度 

新
銀
主
一
件
内
〻
承
り
、
旁
今
度
御
取
調
之
儀
、
貫
司
へ
向
百
姓

共
ゟ
取
次
之
儀
申
出
、
則
御
聞
届
相
成
、
依
之
郷
中
村
役
一
同
先

頃
ゟ
出
京
仕
居
候
ニ
付
、
早
速
召
寄
候
処
、
追
〻
引
取
之
旨
ニ
而
、

下
鳥
羽
村
年
寄
吉
兵
衛
・
大
藪
村
庄
屋
安
兵
衛
・
井
内
村
庄 

屋
五
郎
兵
衛
代
人
、
右
三
人
罷
出
、
下
鳥
羽
村
願
人
先
庄
屋
甚 

兵
衛
其
外
百
姓
四
人
罷
出
、
且
役
方
夫
〻
列
座
ニ
而
、
村
役
百
姓 

対
決
申
付
候
処
、
先
庄
屋
忠
次
郎
不
勘
定
追
〻
相
分
り
、
年
寄
吉

兵
衛
儀
甚
不
埒
之
申
条
有
之
、
大
藪
村
安
兵
衛
儀
、
吉
兵
衛
ニ
荷

擔
之
申
条
、
依
之
吉
兵
衛
儀
幷
安
兵
衛
・
五
郎
兵
衛
代
人
下
鳥
羽

村
へ
御
預
ケ
相
成
候
事
、

右
郷
中
一
同
召
寄
候
訳
者
、
先
年
甚
兵
衛
・
忠
次
郎
江
諸
事
相
渡

候
節
、　

御
殿
御
借
財
幷
村
借
財
取
調
候
様
郷
中
者
共
被
仰 

付
、
其
節
為
取
替
一
札
郷
中
一
同
調
印
仕
候
事
故
、
夫
〻
被
取 

出
候
事
、

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
大
和
介
・
長
谷
川
隼
人

右
両
人
、
役
中
忠
次
郎
不
勘
定
有
之
候
処
等
閑
致
置
、
且
昨
冬
忠

次
郎
江
勘
定
相
違
無
之
旨
役
中
之
計
ニ
而
書
下
ケ
所
遣
候
段
、
不 

行
届
之
至
候
、
依
之
以
御
内
意
退
役
之
儀
相
伺
候
様
被
仰
付
、 

両
人
共
甚
不
調
法
之
段
奉
恐
入
、
依
退
役
之
儀
相
伺
候
事
、

　

史
料
２
に
よ
る
と
、
大
坂
表
に
新
た
な
銀
の
借
主
が
で
き
た
の
で
、
今

出
川
家
の
勝
手
向
の
仕
法
に
つ
き
、
借
財
高
の
明
細
書
を
下
賜
さ
れ
る
よ

う
に
願
い
出
て
、
そ
の
取
扱
を
許
さ
れ
た
が
、
下
鳥
羽
村
庄
屋
忠
次
郎
が

勘
定
合
を
お
こ
な
い
、百
姓
等
が
取
調
を
行
う
願
い
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、

等
閑
に
付
さ
れ
て
い
て
、
今
回
、
村
役
人
一
同
が
出
京
し
て
き
た
の
で
呼

び
出
し
、
下
鳥
羽
村
年
寄
吉
兵
衛
・
大
藪
村
庄
屋
安
兵
衛
・
井
内
村
庄
屋

五
郎
兵
衛
代
人
、
そ
の
ほ
か
百
姓
数
人
が
出
頭
し
、
互
い
に
論
じ
合
い
審

判
し
た
結
果
、
庄
屋
忠
次
郎
の
不
勘
定
が
明
ら
か
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
年

寄
吉
兵
衛
の
不
埒
な
言
い
分
が
あ
り
、
大
藪
村
安
兵
衛
が
こ
れ
に
荷
担
す

る
言
い
分
を
お
こ
な
い
、
こ
の
た
め
吉
兵
衛
と
安
兵
衛
、
五
郎
兵
衛
代
人

を
下
鳥
羽
村
へ
御
預
け
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

事
は
そ
の
ま
ま
で
は
済
ま
さ
れ
ず
、
同
年
一
二
月
二
六
日
（
整
理
番
号

一
二
〇
〇
）
に
は
、
今
出
川
家
司
波
多
野
正
親
を
使
い
と
し
て
、
同
家
司

の
堀
大
和
介
に
対
し
て
、「
下
鳥
羽
村
一
条
甚
不
行
届
ニ
付
、
退
役
相 

伺
、
則
御
代
官
・
元
方
両
役
共
被　

聞
召
、
今
日
ゟ
差
扣
被　

仰
付
、
且

直
様
役
中
諸
帳
面
書
付
類
受
取
帰
候
、」
と
申
し
渡
さ
れ
、
同
じ
く
長
谷

川
隼
人
に
は
、「
右
同
断
不
行
届
ニ
付
、
退
役
相
伺
、
則
郷
方
役
儀
伺
之

通
被　

聞
召
、
今
日
ゟ
差
扣
被　

仰
付
候
事
、」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。
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他
方
、
井
手
官
司
に
は
「
右
一
件
ニ
付
、
下
鳥
羽
村
へ
出
役
等
も
可
被

仰
付
ニ
付
、
旁
以
思
召
御
近
習
席
被　

仰
付
、
改
名
治
部
ト
被
仰
出
候 

也
、」
と
し
、
石
田
豊
後
守
・
植
田
長
門
守
・
本
多
主
殿
・
長
野
織
部
・

井
手
治
部
ら
に
は
「
下
鳥
羽
村
一
件
御
取
調
掛
り
被　

仰
付
、
段
〻
御
辞

退
申
上
候
得
共
、
押
而
被
仰
付
候
故
、
何
れ
茂
御
請
申
上
候
事
、」、
本 

多
主
殿
・
長
野
織
部
・
井
手
治
部
の
三
人
に
は
「
下
鳥
羽
村
へ
出
役
被　

仰
付
故
、
忠
次
郎
ゟ
不
勘
定
一
件
倅
忠
蔵
等
呼
出
、
尚
又
及
吟
味
候
処
、

弥
不
勘
定
有
之
ニ
付
、
村
預
ケ
申
付
罷
下
出
候
、」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
不
勘
定
一
件
は
下
鳥
羽
村
役
人
の
村
預
け
に
止
ま
ら 

ず
、
今
出
川
家
司
の
近
習
二
名
の
退
役
・
差
控
と
い
う
処
分
が
下
さ
れ
、

加
え
て
忠
次
郎
倅
の
忠
蔵
の
呼
び
出
し
と
取
調
べ
が
掛
り
役
の
選
任
と
と

も
に
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
諸
大
夫
の
山
本
伊
豆
守
に
対
し
て
は
、「
下
鳥
羽
村
勘
定
一

件
取
調
之
儀
、
百
姓
共
ゟ
度
〻
願
出
候
処
、
重
キ
御
役
儀
乍
相
勤
等
閑
致 

置
、
且
勘
定
不
相
分
之
内
勘
定
相
違
無
之
旨
書
下
ケ
故
、
忠
次
郎
へ
遣
置

候
段
、
不
行
届
之
至
ニ
候
、
依
之
以
御
内
命
両
役
退
役
之
義
相
伺
候
様
被 

　

仰
付
、
甚
以
奉
恐
入
則
退
役
之
儀
相
伺
候
事
、」
と
申
し
渡
さ
れ
、
百

姓
ら
か
ら
糾
明
の
願
い
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
等
閑
に
し
、

勘
定
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
知
し
な
が
ら
相
違
無
い
旨
を
下
げ
渡
し
て

お
り
、勘
定
奉
行
と
郡
代
両
役
の
退
役
願
い
を
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
翌
天
保
五
年
正
月
一
四
日
（
整
理
番
号
一
二
〇
一
）
に
は
、

家
司
の
伊
藤
勇
蔵
に
は
「
伊
豆
守
方
へ
内
〻
出
入
致
、
且
一
〻
中
之
者
共

彼
是
与
相
騒
シ
、
其
上
奥
向
江
不
儀
申
立
候
段
、
言
〻
同
断
之
至
ニ
候
、 

依
之
御
門
止
御
一
到
・
御
親
族
・
御
家
中
一
族
、
御
領
所
出
入
徘
徊
被
相

止
候
旨
被
仰
渡
候
也
、
右
之
趣
御
役
所
雅（

植
西
）楽ゟ
被
申
渡
候
事
、」
と
申
し

渡
さ
れ
、
か
つ
伊
豆
守
へ
も
、「
御
借
財
一
件
ニ
付
、
不
行
届
取
計
之
段

甚
不
埒
之
至
思
召
候
、
依
之
今
日
差
扣
被　

仰
付
候
段
、
以
御
使
被
仰 

渡
、
右
厳
命
趣
奉
畏
候
也
、」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。

　

同
年
四
月
五
日
（
整
理
番
号
一
二
〇
二
）
に
は
、
下
鳥
羽
村
庄
屋
の
奥

田
太
仲
へ
「
旧
冬
ゟ
庄
屋
代
役
被
仰
下
有
之
度
、
庄
屋
本
役
被
仰
付
奉
畏

御
請
申
上
候
事
、」、
大
沢
又
左
衛
門
へ
「
右
之
者
、
庄
屋
役
被
仰
付
畏
御

請
申
上
候
、」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
山
本
伊
豆
守
に
対
し
て
は
「
旧
冬
ゟ
不
行
届
之
筋
ニ
付
、
差
扣

被
仰
付
有
之
処
、
彼
是
風
聞
御
聞
達
思
召
被
為
在
候
ニ
付
、
以
来
御
家
中

一
統
幷
郷
中
一
統
伊
豆
守
宅
江
出
入
徘
徊
被
相
止
候
旨
被　

仰
出
候
、
右

之
趣
夫
〻
相
心
得
居
候
様
及
通
達
候
也
、」
と
申
し
渡
さ
れ
、
大
藪
村
庄

屋
安
兵
衛
に
は
「
旧
冬
以
来
重
〻
不
届
筋
有
之
、
仍
而
厳
敷
御
呵
之
上
、

庄
屋
退
役
被
仰
付
候
也
、」
と
申
し
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
下
鳥
羽
村
の
問
屋
忠
蔵
の
取
調
べ
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
年
四

月
二
〇
日
（
整
理
番
号
一
二
〇
二
）、
次
の
よ
う
に
、
地
頭
を
蔑
ろ
に
し

た
罪
な
ど
十
数
ケ
条
が
挙
げ
ら
れ
、
処
罰
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
①
父
忠
次
郎
の
在
役
中
に
は
、
調
達
銀
や
村
借
財
に
つ
き 

不
勘
定
が
あ
り
、
村
方
百
姓
一
統
連
印
の
勘
定
帳
を
も
と
に
確
認
さ
れ
た

こ
と
、
②
前
年
冬
か
ら
お
咎
め
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
明
け
の
年

始
廻
り
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
、
③
勘
定
帳
を
根
拠
に
し
た
申
渡
し
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
聞
き
入
れ
ず
に
不
行
届
で
あ
る
こ
と
、
④
不
勘
定
が
な

か
っ
た
と
答
え
、
立
替
済
だ
と
言
っ
て
不
束
で
あ
る
こ
と
、
⑤
本
人
と
母

を
今
出
川
方
へ
留
め
置
い
た
後
、
年
明
け
に
本
人
は
村
方
預
け
、
母
は
親

類
預
け
と
な
り
、
親
類
の
者
が
接
近
で
き
な
い
な
ど
と
申
し
立
て
て
不
束

で
あ
る
こ
と
、
⑥
今
出
川
方
に
留
め
置
か
れ
て
家
業
に
支
障
を
き
た
し
、
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親
類
に
御
願
い
の
差
図
を
す
る
な
ど
、
地
頭
を
蔑
ろ
に
し
て
不
埒
で
あ
る

こ
と
、
⑦
虚
言
や
誹
謗
を
す
る
ほ
か
、
地
頭
へ
の
申
し
立
て
が
不
埒
で
あ

る
こ
と
、
⑧
父
の
不
勘
定
銀
の
支
払
い
が
不
孝
に
当
た
る
と
申
し
立
て
、

取
調
の
際
も
自
分
勝
手
に
申
立
て
地
頭
を
軽
ん
じ
不
埒
で
あ
る
こ
と
、
⑨

不
勘
定
銀
高
を
仰
せ
渡
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
都
度
数
拾
貫
目
の
相
違
が
あ

り
、
三
月
一
七
日
に
勘
定
帳
を
も
っ
て
仰
せ
渡
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら 

ず
、
虚
を
言
っ
て
領
主
を
誹
謗
す
る
な
ど
言
語
道
断
で
あ
る
こ
と
、
⑩
別

紙
箇
条
を
以
て
仰
せ
渡
さ
れ
た
よ
う
に
心
得
違
が
あ
り
、
所
持
の
屋
敷
や

土
蔵
八
ケ
所
ほ
か
田
畑
な
ど
を
残
ら
ず
召
上
と
す
る
こ
と
、
⑪
格
別
の
憐

愍
で
掛
屋
敷
に
住
む
よ
う
に
仰
せ
渡
さ
れ
、
土
蔵
や
納
屋
共
そ
の
ま
ま
と

し
て
問
屋
商
売
は
許
す
こ
と
、
⑫
屋
敷
・
田
畑
を
取
上
と
す
る
も
、
高
二

石
の
所
持
を
許
す
こ
と
、
⑬
家
財
は
残
ら
ず
召
上
と
し
、
所
持
は
勝
手
次

第
と
す
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
三
日
以
内
に
掛
屋
敷
に
引
き
移
り

届
け
出
る
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

同
年
四
月
二
四
日
（
整
理
番
号
一
二
〇
二
）、
家
司
の
伊
藤
利
介
・
木

村
重
介
二
人
と
下
部
二
人
を
派
遣
し
て
見
分
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
忠
蔵
が
引

き
移
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
翌
二
五
日
、
忠
蔵
に
「
重
〻
不
届
之
至
ニ 

付
、
戸
〆
可
被
仰
付
旨
御
治
定
ニ
付
、
則
戸
〆
被
計
可
仕
旨
及
返
答
候
、

尚
又
代
番
弐
人
下
部
弐
人
差
下
候
、
都
合
脇
兵
八
人
也
、
尤
御
用
米
蔵
鍵

取
上
封
印
に
付
、
其
余
売
荷
蔵
者
不
残
封
印
付
置
候
、
幷
掛
屋
敷
之
方
是

又
封
印
ニ
付
置
罷
帰
候
事
、」
と
申
し
渡
し
、
加
え
て
武
家
伝
奏
甘
露
寺

国
長
に
対
し
て
、
次
の
史
料
３
の
よ
う
に
顛
末
が
伝
え
ら
れ
た
。

【
史
料
３
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

今
出
川
殿
領
分
城
州
紀
伊
郡
下
鳥
羽
村
問
屋
忠
次
郎
与
申
者
、
不

届
之
義
御
座
候
ニ
付
、
今
日
戸
〆
被
申
付
候
、
尤　

御
用
米
之
義

者
、
無
滞
様
村
役
共
大
切
可
被
扱
旨
被
申
付
置
候
間
、　

御
用 

之
節
者
、
村
役
共
江
被　

仰
付
御
座
候
儀
被
致
置
候
、
仍
而
御
届

被
申
入
候
、
此
度
武
辺
江
宜
御
通
達
被
頼
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　

四
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

今
出
川
殿
家　

石
田
豊
後
守
印

　
　
　

甘
露
寺
一（

国
長
）位
様
御
内　

藤
木
玄
蕃
殿
・
稲
波
主
膳
殿

徳
大
寺
大（

実
堅
）納
言
様
御
内　

淡
川
伊
勢
守
殿
・
滋
賀
右
馬
大
允
殿

　

一
向
に
反
省
を
示
さ
な
い
忠
蔵
に
対
し
て
、
つ
い
に
門
戸
を
貫
で
も
っ

て
釘
〆
に
す
る
と
い
う
「
戸
〆
」
と
い
う
強
い
処
罰
を
課
し
た
こ
と
は
、

領
主
の
今
出
川
公
久
は
公
儀
の
承
認
を
得
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
右
の
史
料
３
に
よ
う
に
、
武
家
伝
奏
を
通
じ
て
幕
府
へ
届
け
出
た
。

た
だ
し
残
念
で
は
あ
る
が
、
甘
露
寺
国
長
・
徳
大
寺
実
堅
の
日
記
（
20
）

に
は
、
そ
の
記
載
が
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

そ
の
後
、
同
年
四
月
二
一
日
（
整
理
番
号
一
二
〇
二
）、
中
村
右
兵
衛 

（
温
知
）
を
遣
わ
し
、
諸
大
夫
の
山
本
右
京
亮
（
親
道
）
に
は
「
不
勘
定

吟
味
之
義
不
行
届
有
之
、
就
中
其
儀
不
及
披
露
事
明
白
之
旨
書
物
等
遣 

之
、
此
度
令
吟
味
之
処
、
全
忠
次
郎
不
勘
定
相
違
無
之
、
政
事
猥
取
計
不

埒
之
至
候
、
依
之
急
度
咎
可
申
付
之
処
、
格
別
以
憐
愍
閉
門
申
付
候 

事
、」、
侍
の
堀
大
和
介
（
清
信
）・
長
谷
川
隼
人
（
雪
顕
）
に
は
「
取 

計
方
不
行
届
有
之
及
尋
問
之
処
、
右
京
亮
任
差
図
之
旨
書
下
物
、
両
人
連

銘
之
儀
乍
在
、
其
役
子
細
茂
得
与
不
相
心
得
、
ケ
様
之
取
計
不
都
合
之
至
ニ

候
、
依
之
急
度
可
申
付
之
処
、
格
別
之
以
憐
愍
閉
門
申
付
候
事
、」
と 

そ
れ
ぞ
れ
申
し
渡
さ
れ
、
今
後
、
諸
大
夫
以
下
一
統
に
、
御
用
向
を
伺
う

に
あ
た
っ
て
は
、
対
面
願
い
を
出
し
て
許
可
を
得
た
上
で
参
上
す
る
こ
と

と
し
た
。
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侍
の
山
本
采
女
（
明
命
）
に
対
し
て
は
「
近
年
心
得
方
不
宜
候
ニ
付
、

彼
事
風
評
も
有
之
候
義
者
、
全
不
慎
故
之
義
ニ
付
、
自
今
急
度
相
慎
可
申 

候
、
尤
御
錠
口
相
限
、
奥
向
江
参
上
被
相
停
候
段
被
仰
渡
候
事
、」、
家 

司
の
波
多
野
正
親
に
は
「
先
年
ゟ
御
錠
口
相
限
、
奥
向
江
参
上
被
相
停
有

之
候
得
共
、
年
数
相
立
候
義
ニ
付
、
此
義
被
免
候
間
、
一
統
同
様
可
相
心

得
被　

仰
渡
候
事
、」
と
そ
れ
ぞ
れ
申
し
渡
さ
れ
、
奥
向
へ
の
参
上
停
止

措
置
を
解
除
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
し
て
同
五
年
六
月
二
日
（
整
理
番
号
一
二
〇
二
）
に
は
、
村
上
刑
部

に
対
し
て
「
此
度
御
取
締
御
役
被
仰
付
候
ニ
付
、
被
召
于
御
前
御
直
命
を

以
被　

仰
渡
出
羽
介
候
于
御
前
候
事
、」
と
し
、
本
多
主
殿
・
長
野
織
部 

ら
に
は
「
御
直
命
を
以
元
方
御
役
被
仰
付
候
処
、
両
人
共
冥
加
至
極
難 

有
、
乍
去
重
御
役
儀
速
御
請
申
上
候
義
も
、
卒
爾
之
義
奉
恐
入
候
ニ
付
、

御
請
之
義
暫
御
猶
予
奉
願
上
候
ニ
付
、
此
旨
言
上
候
処
、
先
御
聞
済
之 

事
、」
と
仰
せ
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
事
件
は
こ
こ
で
は
決
着
せ
ず
新
た
な
展
開
を
迎
え
、
同
年

一
一
月
二
二
日
条
（
整
理
番
号
一
二
〇
四
）
よ
り
、史
料
４
を
引
用
す
る
。

【
史
料
４
】

一
下
鳥
羽
村
先
庄
屋
故
忠
次
郎
不
勘
定
一
件
、
旧
冬
ゟ
御
取
調
ニ
相

成
、
其
後
双
方
町
奉
行
所
へ
罷
出
、
厳
敷
利
解
有
之
候
処
甚
相 

恐
、
内
済
之
儀
段
〻
相
願
無
余
儀
御
聞
届
被
成
候
得
共
、
於
御 

殿
者
一
円
御
趣
意
不
相
立
候
付
、
双
方
共
不
埒
之
条
夫
〻
御
咎 

メ
可
被
仰
付
之
処
、
其
後
致
前
非
後
悔
、
本
圀
寺
江
向
段
〻
歎 

出
、
双
方
共
村
方
一
統
自
今
和
熟
仕
度
、
且
為
扱
忠
蔵
方
ゟ
金
子

百
両
差
出
候
旨
ニ
而
、
段
〻
貫
首
ゟ

御
詫
被
申
上
、
且
者
当
年

故今
出
川
字
実
種

御
所
御
年
回
相
当
候
ニ
付
、
格
別
之
御
憐
愍
を
以
御
聞
届
ニ
相

成
、
今
日
夫
〻
被　

召
出
被　

仰
渡
箇
条
書
如
左
、

　

史
料
４
に
よ
れ
ば
、
不
勘
定
一
件
は
、
忠
蔵
と
村
方
百
姓
双
方
が
京
都

町
奉
行
に
出
頭
し
て
内
済
を
願
っ
て
聞
き
届
け
に
な
る
と
い
う
展
開
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
今
出
川
家
と
し
て
の
一
円
支
配
に
反
す
る

こ
と
と
な
り
、
両
者
と
も
不
埒
の
お
咎
め
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
後
悔

し
、
本
圀
寺
へ
嘆
願
し
て
住
職
の
仲
介
に
よ
る
村
方
一
統
で
和
談
を
し
、

忠
蔵
か
ら
金
百
両
を
差
し
出
す
こ
と
や
、
住
職
か
ら
の
詫
び
言
が
出
さ
れ

た
り
、
年
忌
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
箇
条
書
が
仰
せ
出

さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
、
①
問
屋
忠
蔵
に
対
し
て
、
忠
次
郎
不
勘
定
一
件
が
無
か
っ
た

も
の
と
強
情
に
申
し
出
、
自
分
が
若
輩
で
、
大
金
の
捻
出
が
難
し
い
と
嘆

き
、
今
出
川
家
へ
の
課
役
を
果
た
さ
ず
虚
言
・
誹
謗
を
申
し
立
て
、
村
預

け
と
な
っ
た
際
も
他
行
し
て
正
月
の
回
礼
を
お
こ
な
う
な
ど
不
埒
で
、
箇

条
書
を
も
っ
て
仰
せ
付
け
た
が
、
幕
府
へ
出
訴
し
て
今
出
川
家
の
意
向
に

反
し
、
厳
重
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
嘆
願
に
至
り
「
急
度
御
叱
」

を
仰
せ
渡
す
こ
と
、
②
甚
兵
衛
他
四
人
に
対
し
て
、
若
年
の
忠
蔵
に
不
確

か
な
こ
と
を
取
り
混
ぜ
再
吟
味
の
願
い
立
て
と
な
っ
た
こ
と
は
不
埒
で
、

出
役
が
忠
蔵
の
処
分
の
確
認
に
村
へ
出
向
い
た
際
に
一
切
聞
き
入
れ
ず
、

村
方
が
自
分
一
人
に
責
任
を
押
し
つ
け
て
い
る
と
忠
蔵
が
強
情
を
言
い
張

り
、
幕
府
に
出
訴
し
た
際
に
問
題
と
せ
ず
内
済
を
願
い
、
地
頭
で
あ
る
今

出
川
家
の
意
向
を
捨
て
幕
府
を
恐
れ
る
の
は
不
埒
で
「
急
度
御
叱
」
を
仰

せ
渡
す
こ
と
、
③
問
屋
忠
蔵
・
母
た
か
に
対
し
て
、
箇
条
書
を
仰
せ
渡
し

た
よ
う
に
「
厳
重
」
に
仰
せ
付
け
た
と
こ
ろ
、
本
圀
寺
へ
嘆
願
し
貫
首
よ

り
再
三
御
詫
び
が
な
さ
れ
、
か
つ
御
所
御
年
忌
に
当
た
る
こ
と
か
ら
宥
免

と
さ
れ
、
重
々
不
埒
で
「
急
度
御
叱
」
を
仰
せ
渡
さ
れ
た
こ
と
、
④
甚
兵
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衛
他
四
人
を
宥
免
と
す
る
が
、
不
届
で
「
急
度
御
叱
」
を
仰
せ
渡
さ
れ
る

こ
と
、
⑤
庄
屋
又
左
衛
門
・
同
多
仲
・
年
寄
井
右
衛
門
・
同
字
次
郎
・
村

惣
代
清
兵
衛
に
対
し
て
、
忠
蔵
の
出
訴
が
今
出
川
家
の
不
都
合
に
な
る
こ

と
を
顧
み
ず
、
内
済
を
願
い
、
幕
府
の
み
恐
れ
、
勝
手
な
行
動
で
不
行
届

だ
と
し
て
「
御
叱
り
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
⑥
年
寄
井
右
衛
門
・

同
字
治
郎
に
対
し
て
、
甚
だ
不
都
合
の
至
り
と
し
て
退
役
を
仰
せ
付
け
た

が
、
御
年
忌
の
た
め
そ
の
ま
ま
差
し
置
く
こ
と
と
し
、「
急
度
御
叱
」
を

仰
せ
渡
さ
れ
る
こ
と
、
⑦
百
姓
治
郎
兵
衛
に
対
し
て
、
旧
冬
よ
り
年
寄
代

役
を
仰
せ
付
け
た
が
、
今
よ
り
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

た
。

　

先
の
仰
せ
に
続
い
て
、
代
官
列
座
の
う
え
小
頭
が
村
方
一
統
に
申
し
渡

し
、
請
書
に
調
印
さ
せ
た
史
料
５
を
次
に
引
用
す
る
。

【
史
料
５
】

　
　
　
　
　
　

被　

仰
渡
候
事
、

一
御
領
分
一
統
万
端
相
互
ニ
和
合
可
為
静
謐
、
若
不
得
心
事
訴
訟 

之
義
有
之
候
共
、
以
実
意
可
願
出
、
猥
ニ
我
意
申
立
候
義
堅
有 

間
敷
候
事
、

一
諸
事
可
願
出
儀
、
其
役
江〻
可
相
願
勿
論
之
義
ニ
候
、
若
其
儀 

不
取
上
候
共
、
必
心
得
違
ニ
付
、
外
役
江
願
出
候
義
無
之
、
幾 

度
も
其
筋
江
可
願
出
候
事
、

一
其
役

江〻

難
願
出
実
〻
難
渋
之
義
有
之
候
ハ
ヽ
、
御
家
中
諸
大 

夫
、
或
ハ
可
然
老
輩
之
方
へ
可
申
出
、
但
、
無
為
指
事
被
申 

出
候
ハ
ヽ
、
厳
重
可
申
付
候
事
、

一
当
御
殿
御
政
事
筋
外
御
殿
江
願
出
候
義
、
不
拘
其
理
非
筋
違
之 

義
ニ
候
間
、
自
今
可
為
停
止
候
事
、

右
之
条
〻
被　

仰
渡
候
、
小
前
一
統
江
も
不
洩
様
急
度
可
申
渡 

者
也
、

　

十
一
月

右
之
通
、
村
方
一
同
江
以
来
心
得
方
之
儀
小
前
一
統
へ
不
洩
様 

申
聞
候
上
、
御
請
書
調
印
仕
差
上
候
様
村
役
へ
申
渡
候
、
謹
而 

奉
畏
候
也
、
右
前
条
之
通
、
夫
〻
御
兟
代
忌
年
御
代
官
同 

織
部
列
座
ニ
而

申
渡
候
也
、
但
し
ケ

条
書
読
上
ケ
、
小
頭
利
介 

申
付
候
、

　

史
料
５
に
よ
れ
ば
、
今
出
川
領
分
に
お
い
て
は
、
訴
訟
に
あ
た
っ
て
猥

り
に
我
意
を
申
し
立
て
ず
、｢

外
役
（
幕
府
）｣

に
出
訴
す
る
こ
と
な
く
、

｢

其
筋
（
今
出
川
家
）｣

へ
願
い
出
る
こ
と
、
願
い
出
に
難
渋
し
た
際
に
は

諸
大
夫
や
老
輩
方
へ
申
し
出
る
こ
と
と
し
、｢

御
殿
（
今
出
川
家
）
政
事

筋
外
」
へ
の
願
い
出
は
理
由
に
拘
わ
ら
ず
筋
違
い
で
あ
り
、
禁
じ
る
こ
と

を
仰
せ
渡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
下
鳥
羽
村
で
は
庄
屋
忠
次
郎
の
不
勘
定
が
明
ら
か
と

な
り
、
あ
わ
せ
て
年
寄
吉
兵
衛
・
大
藪
村
安
兵
衛
ら
に
も
不
埒
な
言
い
分

が
あ
り
、
村
預
け
と
な
っ
た
。
翌
五
年
四
月
、
反
省
の
な
い
忠
蔵
と
父
忠

次
郎
に
対
し
て｢

戸
〆｣

と
い
う
重
い
処
罰
が
言
い
渡
さ
れ
、
御
用
米
蔵

は
じ
め
他
の
蔵
や
掛
屋
敷
も
残
ら
ず
封
印
と
し
、
武
家
伝
奏
を
通
し
て
幕

府
へ
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
一
方
、
今
出
川
家
司
ら
の
不
行
届
も
顕
わ
と

な
り
、
諸
大
夫
山
本
伊
豆
守
に
は
勘
定
奉
行
・
郡
代
両
役
を
退
役
さ
せ
、

侍
堀
大
和
介
は
代
官
・
元
方
両
役
を
退
役
・
差
控
、
長
谷
川
隼
人
は
郷
方

役
退
役
・
差
控
と
な
り
、
の
ち
に
み
な
閉
門
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
忠
蔵
・

村
方
百
姓
ら
が
京
都
町
奉
行
に
出
訴
し
、
内
済
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
が
、
今
出
川
家
の
一
円
支
配
に
抵
触
し
て
咎
め
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
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本
圀
寺
の
住
職
の
仲
介
で
和
談
が
進
め
ら
れ
る
も
、
地
頭
の
今
出
川
家 

は
、「
御
殿
御
政
事
筋
外
」
へ
の
出
訴
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。

　

下
鳥
羽
村
の
場
合
、
相
給
と
は
い
っ
て
も
京
都
代
官
の
所
領
は
ほ
ん
の

僅
か
で
、
今
出
川
家
領
分
と
し
て
の
支
配
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
公
家

領
の
特
色
で
あ
る
相
給
の
非
領
主
地
帯
の
事
例
と
は
や
や
異
な
る
。
本
事

例
に
お
け
る
今
出
川
家
領
で
は
、
当
主
自
ら
仕
置
を
お
こ
な
い
、
下
鳥
羽

村
の
村
役
人
を
退
役
さ
せ
、
自
ら
の
家
司
を
も
処
断
し
た
。
村
役
人
の
重

い
処
罰
に
つ
い
て
は
、
武
家
伝
奏
を
通
じ
て
幕
府
側
に
届
け
出
、
そ
の
後
、

村
方
か
ら
幕
府
へ
の
出
訴
が
な
さ
れ
、
か
つ
本
圀
寺
に
よ
る
和
談
が
な
さ

れ
る
始
末
と
な
っ
た
が
、
今
出
川
家
と
し
て
は
、
村
方
に
釘
を
刺
し
、
あ

く
ま
で
も
地
頭
今
出
川
の
領
分
と
し
て
政
事
筋
外
に
出
訴
す
る
こ
と
を
禁

じ
る
こ
と
を
申
し
渡
し
た
。

　

こ
こ
に
は
、
村
役
人
、
さ
ら
に
は
百
姓
ら
が
公
家
領
主
の
今
出
川
家
の

権
威
を
蔑
ろ
に
す
る
姿
勢
が
強
ま
る
一
方
、
今
出
川
家
と
し
て
は
在
地
の

一
円
支
配
を
あ
く
ま
で
貫
こ
う
と
し
て
お
り
、
こ
こ
に
公
家
領
主
と
し
て

の
領
主
認
識
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。

二　

寛
政
期
「
家
法
」
へ
の
追
加

　

不
勘
定
一
件
は
、
下
鳥
羽
村
の
村
役
人
の
不
正
摘
発
に
止
ま
ら
ず
、
今

出
川
家
家
臣
ら
の
処
罰
へ
と
繋
が
っ
た
際
、
当
主
今
出
川
公
久
は
、
事
態

を
憂
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
祖
父
実
種
が
編
纂
し
た
寛
政
期
の
家
法 

「
家
内
式
目
（
21
）」
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
、
追
加
法
を
発
し
て
い
た
。

　

や
や
長
文
で
は
あ
る
が
、「
日
次
記
」
天
保
五
年
九
月
五
日
条
（
整
理

番
号
一
二
〇
三
）
よ
り
、
次
の
史
料
６
を
引
用
す
る
。

【
史
料
６
】

一
今
五
日
御
家
中
一
統
出
勤
仕
候
様
被

仰
出
一
同
出
仕
之
処
、
無
程
被
為
召　

御
前
、
以
来
心
得
方
之
儀

御
書
付
を
以
被　

仰
渡
相
済
候
後
、
御
役
義
夫
〻
御
直
命
を
以 

被　

仰
付
、何
れ
茂
難
有
旨
謹
而
御
請
申
上
候
、被 

仰
渡
書
付
如
左
、

　
　

故（
今
出
川
実
種
）

内
府
公
先
年
御
条
目
被　

仰
渡
候
通
、
惣
而
無
間
違
可
相 

　
　

心
得
、
但
、
此
度
所
意
相
加
候
条
、
猶
又
以
書
付
申
渡
候 

　
　

事
、

一
不
寄
何
事
得
与
相
談
之
上
、
其
役
方
幷
惣
奉
行
、
別
ニ
諸
大
夫
用

人
之
内
壱
人
付
添
可
伺
出
候
事
、

一
恒
例
・
臨
時
共
諸
事
一
統
相
談
之
上
伺
定
取
計
可
有
之
、
若
無
其

儀
取
計
候
ハ
ヽ
、
急
度
可
申
付
候
事
、

一
近
年
申
付
候
儀
、
兎
角
等
閑
ニ
相
成
候
間
、
已
後
万
端
早
速
可
取

計
、
尤
吟
味
差
出
候
様
之
儀
同
様
可
心
得
事
、

一
役
付
月
番
相
定
各
可
出
精
候
事
、

　
　
　

但
、
毎
月
六
日
計
定
日
限
集
会
可
有
相
談
事
、

一
借
用
金
之
節
、
勘
定
頭
・
元
方
・
代
官
加
判
可
有
之
事
、

　
　
　

但
、
郷
中
加
判
可
随
時
宜
、
仮
令
郷
中
加
判
之
儀
無
之
共
、

　
　
　

一
〻
借
財
高
可
申
聞
候
事
、

一
諸
役
月
勘
定
無
懈
怠
、
毎
月
五
日
迄
ニ
前
月
之
分
勘
定
頭
江
差 

出
、
其
後
一
統
披
見
之
上
、
十
日
迄
ニ
可
及
披
露
候
事
、

　
　
　

但
、
不
審
之
義
有
之
候
ハ
ヽ
、
無
隔
意
其
役
江
可
相
尋
候
、

且
勘
定
延
引
之
時
者
、
其
役
江〻
勘
定
頭
ゟ
可
加
催
促
候 

事
、

一
諸
役
一
年
勘
定
、
三
月
朔
日
迄
ニ
勘
定
頭
江
可
差
出
、
其
上
勘
定 
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頭
・
元
方
・
取
締
勘
定
方
等
立
会
令
勘
定
、
得
与
吟
味
之
上
、
四

月
一
日
迄
ニ
可
及
披
露
事
、

一
一
年
勘
定
者
、
相
方
江
茂
帳
面
下
遣
委
敷
可
申
聞
、
若
不
審
之
儀

申
出
候
ハ
ヽ
、
幾
度
も
相
分
候
迄
得
与
可
申
聞
候
事
、
尤
月
勘
定 

者
不
及
其
儀
、
但
、
随
其
時
宜
下
置
候
義
不
苦
候
事
、

一
諸
役
領
分
之
者
、
銀
方
幷
出
入
之
物
共
江
於
私
宅
掛
合
堅
停
止
之

事
、
尤
相
成
丈
者
両
人
立
会
可
及
出
会
候
、
且
訴
訟
有
之
候 

者
、
私
宅
江
来
候
ハ
ヽ
、
一
切
不
可
有
面
会
候
事
、

一
諸
役
帳
面
幷
日
記
、
日
〻
無
漏
脱
可
記
置
事
、
尤
尤マ

マ

日
記
役
江
委

敷
差
図
致
可
記
置
候
事
、

　
　
　

但
、
別
段
自
分
帳
面
致
置
、
役
帳
・
日
記
等
私
宅
江
持
帰
候

　
　
　

義
可
為
停
止
、
尤
役
替
之
節
、
以
目
録
・
日
記
・
帳
面
厳 

　
　

重
ニ
可
相
渡
候
事
、

一
郷
中
村
〻
入
用
帳
面
、
三
月
一
日
迄
ニ
代
官
ゟ
取
寄
可
令
吟
味
候

事
、

　
　
　

但
、
村
役
幷
頭
百
姓
加
判
可
差
出
様
可
申
付
候
事
、

一
郷
中
ゟ
役
人
荒
事
、
或
役
方
ニ
而
不
取
上
実
ニ
難
渋
之
義
ニ
而
郷
掛
り

之
外
江
願
出
候
ハ
ヽ
、
相
成
丈
理
解
申
聞
不
可
取
上
候
事
、

　
　
　

但
、
及
三
度
之
時
、
内
〻
予
江
可
申
出
候
事
、

一
訴
訟
之
義
有
之
候
者
、
於
私
宅
面
会
堅
停
止
候
事
、

　
　
　

但
、
若
他
事
入
来
候
共
、
一
切
不
可
面
会
候
事
、

一
賄
賂
之
品
堅
不
可
受
納
、
若
雖
礼
物
表
置
差
出
候
品
〻
外
一
切
不

可
受
納
候
事
、

右
之
通
、
無
相
違
急
度
可
相
守
者
也
、

　

天
保
五
年
九
月　
　
（（

今
出
川
公
久
）

花
押
）

　

史
料
６
に
よ
れ
ば
、
九
月
五
日
に
家
中
一
統
を
集
め
て
「
心
得
方
之
御

書
付
」
を
申
し
渡
し
、
各
役
儀
へ
そ
れ
ぞ
れ
直
命
を
も
っ
て
伝
え
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
際
、「
心
得
方
之
御
書
付
」
は｢

故
内
府
公
（
＝
今
出

川
実
種
）｣

が
寛
政
期
に
発
し
た｢

先
年
御
条
目
（
＝
家
内
式
目
）｣

を
確

認
し
、
追
加
法
を
書
付
に
し
て
発
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
心
得
方
之
御
書
付
」
は
、
寛
政
期
の
「
家
内
式
目
」
の
「
政
務
之
事
」

に｢

一
毎
月
六
日
斗
、
或
少
事
時
三
日
斗
、
定
日
限
令
集
会
、
諸
事
可
遂

相
談
事
、｣

と
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て

勘
定
に
関
し
て
は
、「
家
内
式
目
」
の
「
台
所
之
事
」
に｢

一
毎
月
可
勘

定
事
、｣

、「
元
方
之
事
」
に｢

一
定
月
番
毎
月
勘
定
不
可
怠
事
、｣

、
記
録

に
関
し
て
は
、「
台
所
之
事
」
に
「
一
諸
帳
面
無
漏
脱
可
記
付
事
、」
な
ど

と
い
っ
た
規
定
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
心
得
方
之
御
書
付
」
は
、｢

毎

月
五
日
迄
ニ
前
月
之
分
勘
定
頭
江
差
出
、
其
後
一
統
披
見
之
上
、
十
日
迄
ニ

可
及
披
露
候
事
、｣

や｢

自
分
帳
面
致
置
、
役
帳
・
日
記
等
私
宅
江
持
帰

候
義
可
為
停
止
、
尤
役
替
之
節
、
以
目
録
・
日
記
・
帳
面
厳
重
ニ
可
相
渡

候
事
、」
な
ど
と
記
さ
れ
、
勘
定
や
記
録
に
か
か
わ
り
、
よ
り
具
体
的
な

文
言
で
明
示
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
訴
訟
に
関
し
て
は
、「
家
内
式
目
」
の
「
郡
代
代
官
之
事
」 

で｢

一
百
姓
等
不
経
役
〻
直
訴
之
事
、
不
可
取
用
事
、｣

と
記
さ
れ
て
い

た
が
、「
郷
中
ゟ
役
人
荒
事
、
或
役
方
ニ
而
不
取
上
実
ニ
難
渋
之
義
ニ
而
郷
掛
り

之
外
江
願
出
候
ハ
ヽ
、
相
成
丈
理
解
申
聞
不
可
取
上
候
事
、」
や｢

一
訴
訟

之
義
有
之
候
者
、
於
私
宅
面
会
堅
停
止
候
事
、｣

と
規
定
さ
れ
、
出
訴
、

そ
れ
も
支
配
筋
を
越
え
る
出
訴
を
禁
じ
る
な
ど
、
村
方
騒
動
を
想
定
し
た

規
定
を
設
け
た
点
に
変
化
が
読
み
と
れ
る
。

　

史
料
６
の
追
加
法
に
続
い
て
、各
役
職
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
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史
料
７
と
し
て
、
次
に
引
用
す
る
。

【
史
料
７
】

郡
代

先
〻
定
之
通
可
心
得
、
但
、
郷
中
之
者
共
精
〻
可
加
情
愍
、
且
無
為

指
事
者
、
領
分
之
者
江
面
談
有
間
敷
候
、
表
立
申
渡
或
聞
糺
之
節
、

可
出
会
候
事
、

勘
定
奉
行

先
〻
定
之
通
、
大
切
之
役
儀
可
有
精
勤
候
事
、

勘
定
頭

勝
手
向
万
端
勘
定
之
儀
、
無
相
違
様
可
吟
味
、
大
切
之
役
義
別
而
無

麁
略
急
度
可
心
附
、
且
元
方
ゟ
金
銀
可
預
置
間
、
受
取
置
無
間
違
様

得
与
可
心
附
、
尤
諸
役
江
相
渡
候
節
、
以
受
取
書
付
出
入
念
入
可
取

計
候
事
、

　
　

但
、
諸
役
江
相
渡
候
金
銀
員
数
元
方
ゟ
可
申
出
候
間
、
其
分
相

　
　

心
得
其
役
江〻
可
相
渡
候
事
、

惣
奉
行

諸役

江奉
行
江
心
附
可
及
相
談
、
殊
郷
方
勝
手
方
平
日
取
締
借
財
等
迄
も
、

万
端
無
油
断
大
切
ニ
心
附
可
勤
仕
候
事
、

代
官

先
〻
ゟ
定
之
通
、
但
、
郷
中
精
〻
可
加
情
愍
、
万
端
郡
代
・
惣
奉
行

江
可
及
相
談
、
且
元
方
ゟ
収
納
米
之
事
可
申
出
義
も
可
有
之
間
、
無

遅
滞
郷
中
江
可
令
下
知
、
且
郷
中
訴
訟
之
義
有
之
候
ハ
ヽ
、
得
与
一 

統
相
談
之
上
月
番
之
者
可
取
斗
候
、
尤
表
立
候
義
、
郡
代
立
会
可 

申
渡
候
事
、
但
、
非
番
之
者
一
人
立
会
可
出
席
候
事
、

元
方

先
ゟ〻
定
之
通
可
相
心
得
、
取
締
之
義
、
惣
奉
行
・
勘
定
頭
取
締
方

等
江
万
端
可
及
相
談
、
且
金
銀
者
勘
定
頭
江
憶
ニ
以
受
取
書
付
可
預 

置
候
事
、

取
締
方

勝
手
向
省
略
万
端
可
心
附
、
無
麁
略
様
可
取
計
、
但
、
取
締
悪
敷
時

者
、
下
〻
之
者
可
及
難
義
間
、
随
分
加
憐
愍
万
端
大
切
ニ
可
有
勤
仕

候
事
、

賄
方

先
〻
之
通
、
但
、
万
端
無
麁
略
、
且
下
〻
之
者
随
分
加
憐
愍
取
計
可

為
専
要
、
但
、
蔵
方
鎮
守
預
可
兼
帯
之
事
、

鎮
守
預

先
〻
之
通
、
但
、
毎
度
供
物
之
預
失
念
有
之
候
間
、
入
念
可
相
勤
候

事
、

蔵
方

先
〻
之
通
、
可
心
得
候
事
、

勘
定
方

諸
役
勘
定
念
入
無
間
違
様
可
相
勤
候
事
、
尤
一
年
勘
定
念
入
勘
定
方

ニ
而
諸
役
勘
定
請
書
可
有
之
、
万
端
勘
定
頭
江
相
談
可
有
之
候
事
、

普
請
方

先
〻
之
通
可
心
得
、
但
、
職
人
入
込
之
節
、
雖
非
番
一
人
宛
出
勤
付

随
万
端
心
附
可
令
下
知
候
事
、

納
戸
方
・
書
記
方

右
先
〻
之
通
、
可
心
得
候
事
、

勝
手
方
日
記
役

元
方
・
代
官
等
日
記
無
漏
脱
可
記
置
、
後
日
為
見
合
之
間
、
得
与
相
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表 2　天保 5年今出川家家司の人事（整理番号 1197 をもとに）
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研
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第
四
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
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勘
其
筋
無
相
違
様
可
記
置
、
尤
日
〻
記
置
者
、
実
名
元
方
・
代
官 

之
名
等
本
文
之
跡
月
日
之
下
ニ
記
置
、
尤
書
記
之
後
、
本
役
江
得
与
相 

見
せ
置
候
事
、

　

史
料
７
の
後
に
は
、
役
職
と
定
員
、
役
料
と
思
わ
れ
る
金
額
が
明
記
さ

れ
て
お
り
、
惣
奉
行
二
人
（
金
一
〇
〇
疋
）、
勘
定
奉
行
一
人
（
金

六
〇
〇
疋
）、
郡
代
一
人
（
金
五
〇
〇
疋
）、
勘
定
頭
一
人
（
金
一
両
）、

代
官
三
人
（
金
二
〇
〇
疋
）、
取
締
方
一
人
（
金
二
〇
〇
疋
）、
元
方
三
人

（
金
一
両
）、勘
定
方
一
或
い
は
二
人
（
金
二
〇
〇
疋
）、賄
方
三
人
（
一
石
）、

蔵
方
・
鎮
守
預
兼
帯
祝
義
（
南
鐐
一
片
）
勝
手
方
日
記
役
三
人
・
納
戸
方

二
人
・
書
記
方
二
人
・
普
請
方
二
人
（
金
一
〇
〇
疋
）、
な
ど
と
記
し
、

家
司
の
役
儀
に
つ
い
て
、一
新
を
図
ろ
う
と
す
る
意
図
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
記
述
の
後
に
は
、
新
人
事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
石
田
豊
後

守
を
勘
定
奉
行
・
惣
奉
行
に
、
中
川
備
後
守
を
惣
奉
行
見
習
に
、
植
田
長

門
守
を
郡
代
・
惣
奉
行
に
、
湯
口
出
羽
介
を
勘
定
頭
に
任
命
す
る
な
ど
、

各
役
職
の
人
員
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
覧
に
ま
と
め
た
も
の
が
前

頁
の
表
２
で
あ
る
。

　

表
２
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
天
保
四
年
一
二
月
の
処
罰
（
処
罰
の
理

由
を
記
す
）
と
同
五
年
四
月
の
処
罰
・
人
事
及
び
同
五
年
六
月
ま
た
は
九

月
付
け
の
新
人
事
を
ま
と
め
て
い
る
。
家
司
の
全
容
は
詳
ら
か
に
で
き
な

い
が
、
近
習
で
あ
っ
た
者
、
旧
家
か
新
家
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
者
（
准

旧
家
も
あ
る
）
は
そ
の
区
別
も
記
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
要
職

に
就
い
た
家
司
は
、
主
に
近
習
よ
り
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
人
事
の
記
述
の
後
に
は
「
非
常
之
節
心
得
」
と
し
て
、
朱
印
を

石
田
豊
後
守
、
鎮
守
を
長
谷
川
隼
人
、
仏
壇
を
村
上
刑
部
・
こ
ゆ
り
、
厳

神
宮
を
中
村
右
兵
衛
、
な
ど
と
非
常
時
の
際
の
（
持
ち
出
し
を
含
め
た
）

分
担
を
明
確
に
し
て
お
り
、
加
え
て
、「
立
退
之
節
人
数
相
改
、
麁
忽
之

義
無
之
様
可
吟
味
候
事
、」
と
記
し
て
留
主
を
波
多
野
正
親
・
長
野
織 

部
に
、
供
方
を
中
川
備
後
守
・
湯
口
出
羽
介
・
上
原
丹
波
介
・
堀
大
和 

介
・
植
西
雅
楽
・
堀
主
水
・
村
上
主
税
に
任
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
分
掌
も
表
２
に
記
し
た
。

　

史
料
中
に
は
「
御
立
退
有
之
候
ハ
ヽ
、
予
可
供
奉
候
間
、
御
列
御
跡
ゟ
可

随
来
、
御
立
退
有
之
候
ハ
ヽ
、
主
税
之
外
、
跡
ゟ
手
明
之
者
壱
人
、
其
御 

場
所
ゟ
可
来
候
事
、」
と
い
う
記
述
や
、
元
方
書
付
や
雑
事
取
り
出
す
べ

き
品
に
つ
い
て
「
其
余
留
主
之
内
、
万
端
可
心
附
、
若
取
残
之
品
有
之
候

ハ
ヽ
可
持
出
、
尤
持
出
候
者
者
、
大
体
供
ニ
可
附
随
、
但
、
惣
而
臨
機
応
変

万
端
可
取
計
」
な
ど
と
細
か
い
規
定
を
記
し
て
、
危
機
対
応
を
お
こ
な
う

ほ
か
、
非
常
時
に
退
く
場
合
は
「
南
本
圀
寺
、
西
三
宝
寺
、
北
上
加
茂
江

可
集
会
候
事
、」
な
ど
と
方
角
別
に
集
合
場
所
ま
で
周
到
に
決
め
て
い 

た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
天
保
期
の
下
鳥
羽
村
不
勘
定
一
件
を
考
察
し
、
庄
屋
ら
の

不
正
に
対
す
る
仕
置
に
止
ま
ら
ず
、
今
出
川
家
司
の
郡
代
・
代
官
ら
要
職

を
退
役
・
閉
門
等
に
処
罰
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
村
役
人
に
対
す
る
重
い

処
罰
に
つ
い
て
は
、
武
家
伝
奏
を
通
じ
て
幕
府
に
届
け
出
、
村
役
人
や
村

方
百
姓
ら
が
幕
府
に
出
訴
し
内
済
を
求
め
た
末
、
寺
院
の
仲
介
を
経
て
、

当
主
今
出
川
公
久
自
ら
が
仕
置
を
お
こ
な
い
、
下
鳥
羽
村
の
村
役
人
に
対

し
て
処
罰
権
を
行
使
し
、
村
方
役
人
や
家
司
ら
に
法
度
を
制
定
し
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
22
）。
こ
の
一
件
に
は
、
幕
藩
制
下
に
お
い
て
、
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公
家
領
主
が
自
律
的
に
一
円
支
配
を
指
向
す
る
一
方
で
、
在
地
支
配
の
脆

弱
さ
を
抱
え
て
い
た
実
態
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

今
出
川
家
と
し
て
は
、
不
勘
定
一
件
に
お
け
る
家
司
ら
の
綱
紀
粛
正
を

目
指
し
、
寛
政
期
に
今
出
川
実
種
が
編
纂
し
た
「
先
年
御
条
目
（
家
内
式

目
）」
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、「
心
得
方
之
御
書
付
」
を
新
た
に
制
定
し

て
発
布
し
た
。
こ
の
動
向
は
、
拙
稿
に
お
い
て
、
す
で
に
近
世
後
期
に
お

け
る
家
政
「
改
革
」
に
か
か
わ
り
天
保
期
、
安
政
期
の
二
つ
の
画
期
を
指

摘
し
て
お
い
た
が
（
23
）、
天
保
期
の
実
像
の
一
端
が
、
こ
こ
に
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

最
後
に
、
不
勘
定
一
件
に
遡
る
こ
と
半
世
紀
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

に
郡
代
・
代
官
か
ら
下
鳥
羽
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓
へ
出
さ
れ
た 

「
定
」、
史
料
８
を
引
用
す
る
。

【
史
料
８
】

　
　
　
　

定

一
農
業
不
可
有
懈
怠
諸
事
、
可
為
神
妙
事
、

一
徒
党
ケ
間
敷
儀
不
可
有
之
候
事
、

一
借
他
威
光
蔑
如
地
頭
事
、
有
之
間
敷
候
事
、

一
為
他
所
之
家
来
分
事
禁
止
、
幷
ニ
他
所
江
立
入
候
ハ
ヽ
、
其
旨
相
届

差
免
候
上
可
致
立
入
候
事
、

一
村
役
人
等
不
可
有
私
欲
、
或
者
弥
地
頭
用
幷
村
入
用
私
ニ
金
銀
借

受
申
間
敷
候
事
、

一
郡
代
・
代
官
等
諸
役
人
江
附
届
之
儀
、
往
古
ゟ
指
定
候
儀
者
、
格

別
心
得
違
之
音
物
等
有
之
間
敷
事
、

一
村
〻
吉
凶
其
外
参
会
之
節
、
着
用
類
幷
膳
部
等
過
美
之
儀
有
之
間

　

敷
、
万
事
穏
便
ニ
取
計
常
〻
可
守
倹
約
候
事
、

右
之
条
〻
堅
可
相
守
、
若
違
犯
之
輩
於
有
之
者
、
急
度
罪
科
可
申
付

候
事
、

右
、
本
文
七
ケ
条
之
趣
、
此
度
被　

仰
出
、
仍
而
村
江〻
令
下
知
者

也
、（
印
）

　

天
明
七
未
年
十
一
月　

郡
代
・
代
官

　
　
　
　
　
　
　

城
州
紀
伊
郡
下
鳥
羽
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓
江
（
24
）

　

史
料
８
で
は
、「
一
村
役
人
等
不
可
有
私
欲
、
或
者
弥
地
頭
用
幷
村
入 

用
、
私
ニ
金
銀
借
受
申
間
敷
候
事
、」「
一
郡
代
・
代
官
等
諸
役
人
江
附
届

之
儀
、
往
古
ゟ
指
定
候
儀
者
、
格
別
心
得
違
之
音
物
等
有
之
間
敷
事
、」

と
い
っ
た
規
定
が
な
さ
れ
、
本
稿
で
分
析
し
た
不
勘
定
一
件
の
遠
因
と
な

り
う
る
事
態
へ
の
対
策
が
い
ち
お
う
講
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

史
料
８
で
着
目
し
た
い
点
は
、
村
役
人
に
よ
る
地
頭
用
や
村
入
用
等
を

め
ぐ
る
不
正
や
、
郡
代
・
代
官
と
村
役
人
と
の
馴
れ
合
い
の
問
題
で
あ 

る
。
す
な
わ
ち
す
で
に
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
後
年
の
不
勘
定
一
件
を
予

見
す
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
課
題
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で 

も
、
こ
の
「
定
」
は
郡
代
・
代
官
か
ら
下
鳥
羽
村
庄
屋
・
年
寄
・
惣
百
姓

へ
出
さ
れ
、
今
出
川
家
が
自
ら
領
主
と
し
て
の
在
地
支
配
の
課
題
へ
の
法

規
定
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
25
）。

　

村
役
人
の
重
い
処
罰
に
つ
い
て
は
、
武
家
伝
奏
を
通
じ
て
幕
府
側
に
届

け
出
、
一
方
で
村
方
か
ら
幕
府
へ
の
出
訴
が
な
さ
れ
、
か
つ
本
圀
寺
に
よ

る
和
談
が
な
さ
れ
る
始
末
と
な
っ
た
が
、
今
出
川
家
と
し
て
は
、
村
方
に

釘
を
刺
し
、
あ
く
ま
で
も
地
頭
で
あ
る
今
出
川
家
の
領
分
と
し
て
、「
御

殿
政
事
筋
外
」
に
願
い
出
る
こ
と
を
許
さ
な
い
認
識
を
も
っ
て
い
た
。

　

自
ら
の
「
一
円
御
趣
意
」
を
貫
徹
し
、「
御
殿
政
事
筋
」
を
意
識
し
、
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不
正
を
お
こ
な
っ
た
村
役
人
や
郡
代
・
代
官
を
処
罰
し
、
か
つ
村
方
や
自

ら
の
家
司
へ
法
を
制
定
し
、
領
主
支
配
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
公
家
今
出

川
家
に
対
し
て
、
今
出
川
家
の
意
向
を
蔑
ろ
に
し
、
幕
府
の
威
光
を
楯
に

と
っ
て
領
主
支
配
を
相
対
化
す
る
村
方
百
姓
ら
の
意
識
も
う
か
が
え
る
。

　

下
鳥
羽
村
の
場
合
、
相
給
と
は
い
っ
て
も
京
都
代
官
の
所
領
は
ほ
ん
の

僅
か
で
あ
り
、
ほ
ぼ
今
出
川
家
に
よ
る
支
配
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、

公
家
領
に
み
ら
れ
る
非
領
主
地
帯
の
特
色
と
は
や
や
異
な
る
。
し
か
し
、

本
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
、
他
の
公
家
領
に
つ
い
て
の
在
地
支
配
の
あ
り

方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ 

る
。
そ
し
て
、
下
鳥
羽
村
に
つ
い
て
村
況
を
踏
ま
え
て
よ
り
詳
細
な
研
究

を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
出
川
領
の
そ
の
他
の
村
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
（
26
）、
天
保
期
に
顕
在
化
し
た
意
味
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
今
後
さ

ら
に
追
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
拙
著
［
二
〇
一
二
］『
近
世
朝
廷
の
法
制
と
秩
序
』
山
川
出
版
社
、
箱
石
大

［
一
九
九
三
］「
近
世
堂
上
家
家
臣
の
編
成
形
態
に
つ
い
て
―
清
華
・
広
幡

家
の
家
臣
を
事
例
と
し
て
―
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』

二
七
）、
藤
實
久
美
子
［
一
九
九
九
］「
近
世
後
期
西
園
寺
家
の
家
臣
―
諸

大
夫
を
中
心
に
―
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
一
〇
）、
西
村
慎
太
郎

［
二
〇
〇
三
］「
近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
掌
に
つ
い
て
―
蔵
人

所
衆
地
下
官
人
袖
岡
文
景
『
家
記
』
を
事
例
に
―
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』

三
四
）
な
ど
。

（
２
）
拙
稿
［
二
〇
二
三
］「
幕
末
期
公
家
の
家
政
「
改
革
」
と
家
法
―
「
菊
亭
文
庫
」

を
中
心
に
―
」（
桜
美
林
大
学
研
究
紀
要
『
人
文
学
研
究
』
三
）、
同

［
二
〇
二
二
］「
幕
末
期
公
家
の
家
臣
編
成
と
掟
―
「
柳
原
家
文
書
」
を
中

心
に
―
」（
桜
美
林
大
学
研
究
紀
要
『
人
文
学
研
究
』
二
）。

（
３
）
橋
本
政
宣
［
一
九
七
八
］「
江
戸
時
代
の
禁
裏
御
料
と
公
家
領
」（『
日
本
史

の
研
究
』
一
〇
三
、
の
ち
同
［
二
〇
二
二
］『
近
世
公
家
社
会
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
に
再
録
）。

（
４
）
井
ヶ
田
良
治
［
一
九
七
八
］「
江
戸
時
代
に
お
け
る
公
家
領
の
支
配
構
造
」 

（『
同
志
社
法
学
』
一
五
三
）。

（
５
）
神
崎
彰
利
氏
［
一
九
八
一
］「
近
世
に
お
け
る
公
家
領
の
構
造
―
久
世
家
領

を
中
心
に
―
」（『
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
年
報
』
一
二
）。
近
年
で
は
、
野

村
玄
［
二
〇
一
〇
］「
延
宝
期
の
公
家
領
主
と
幕
府
上
方
支
配
機
構
」（『
論

集
き
ん
せ
い
』
三
二
、
の
ち
同
［
二
〇
一
五
］『
天
下
人
の
神
格
化
と
天
皇
』

思
文
閣
出
版
に
再
録
）
が
公
家
の
領
主
意
識
や
幕
府
の
公
家
領
に
対
す
る

認
識
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
公
家
が
領
主
と
し
て
地
方
知
行
に

こ
だ
わ
っ
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
６
）
水
本
邦
彦
［
一
九
九
三
年
］『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』
東
京
大
学
出
版
会
。

（
７
）
田
中
淳
一
郎
［
一
九
九
五
］「
近
世
在
地
領
主
と
相
給
村
落
」（『
日
本
社
会

の
史
的
構
造 

近
世
・
近
代
』
思
文
閣
出
版
）。

（
８
）
平
塚
理
子
［
二
〇
一
〇
］「
京
都
近
郊
豪
農
と
門
跡
寺
院
」（『
資
料
館
紀
要
』

三
八
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）、
尾
脇
秀
和
［
二
〇
一
四
］『
近
世
京
都

近
郊
の
村
と
百
姓
』
思
文
閣
出
版
。
尾
脇
氏
は
、
村
方
百
姓
が
公
家
・
寺

院
領
主
に
対
す
る
侮
蔑
意
識
を
抽
出
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
京
都
府
向

日
市
編
さ
ん
委
員
会
編
［
一
九
八
五
］『
向
日
市
史
』
下
や
長
岡
京
市
編
さ

ん
委
員
会
編
［
一
九
九
七
］『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
二
な
ど
も
公
家
領
に

お
け
る
村
方
運
営
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
山
田
淳
平
「
京
郊
地
域
か
ら
み
た
近
世
寺
社
領
・
公
家
領
の
性
格
―
嵯
峨
「
境
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内
」
を
中
心
に
―
」（
日
本
史
研
究
会
例
会
、
二
〇
二
二
年
二
月
五
日
）。

（
10
）
平
松
義
郎
［
一
九
六
〇
］『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
創
文
社
。

（
11
）
小
島
信
泰
［
二
〇
一
六
］『
日
本
法
制
の
な
か
の
国
家
と
宗
教
』
創
文
社
。

（
12
）「
菊
亭
文
庫
」
に
は
、
分
析
対
象
と
す
る
記
録
一
九
九
冊
が
、
天
保
二
年
か

ら
明
治
七
年
ま
で
の
「
日
次
記
」（
整
理
番
号
一
一
八
九
～
一
三
五
六
）、

明
治
八
年
か
ら
明
治
三
〇
年
ま
で
の
「
日
記
」「
日
誌
」「
御
日
記
簿
」（
整

理
番
号
一
三
五
七
～
一
三
八
七
）
が
残
っ
て
お
り
、
前
者
の
幕
末
期
の
も

の
は
今
出
川
家
諸
大
夫
・
侍
の
記
し
た
役
所
日
記
で
あ
る
（
後
者
に
は
、

当
主
や
当
主
妻
の
日
記
等
を
含
む
）。

（
13
）
文
化
一
三
年
に
お
い
て
も
同
石
高
（
京
都
市
歴
史
博
物
館
蔵
「
伊
藤
（
英
）

家
文
書
」
七
四
）
で
あ
る
。

（
14
）「
山
口
家
文
書
」
五
五
（
京
都
市
編
［
一
九
九
一
］『
史
料　

京
都
の
歴
史
』

一
六
、三
六
四
頁
、平
凡
社
）。
文
化
五
年
時
も
同
石
高
で
あ
る（「
伊
藤（
英
）

家
文
書
」
七
三
）。

（
15
）
前
掲
『
史
料　

京
都
の
歴
史
』
一
六
、三
四
四
頁
。

（
16
）
詳
細
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
「
大

沢
家
文
書
」
の
文
化
一
一
年
「
引
当
証
文
之
事
」
に
は
、
村
役
人
と
連
名

し
て
問
屋
又
左
衛
門
と
問
屋
忠
次
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
年
頭
に
は

「
侍
分
・
庄
屋
・
年
寄
・
御
用
達
」
が
拝
礼
に
来
て
い
る
な
ど
、
侍
分
の
問

屋
大
沢
家
が
村
役
人
と
一
体
と
な
っ
て
動
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
17
）「［
伊
藤
英
夫
氏
所
蔵
文
書
］
五
六
（
前
掲
『
史
料　

京
都
の
歴
史
』

一
六
、三
六
五
頁
）。

（
18
）「［
京
都
府
地
誌
］」
六
三
（
前
掲
『
史
料　

京
都
の
歴
史
』
一
六
、三
七
〇 

頁
）。

（
19
）
母
は
鷹
司
致
子
、
祖
父
は
関
白
鷹
司
輔
平
（
閑
院
宮
直
仁
親
王
王
子
）
で

あ
る
。

（
20
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
「
国
長
卿
記
」
一
六
三
―
一
二
二
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵「
公
式
御
用
日
記
」徳
大
寺
家
本
―
二
七
―
一
―
二
。

（
21
）
前
掲
拙
著
『
近
世
朝
廷
の
法
制
と
秩
序
』
を
参
照
。

（
22
）
庄
屋
の
横
暴
な
行
為
の
背
景
に
、
地
頭
方
役
人
と
の
結
び
つ
き
、
領
主
へ

の
訴
え
が
通
ら
な
い
村
方
の
状
況
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
長
岡
京
市
史
編

さ
ん
委
員
会
編
［
一
九
九
七
］『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
二
、一
九
五
頁
）。

（
23
）
前
掲
拙
稿
「
幕
末
期
公
家
の
家
政
「
改
革
」
と
家
法
―
「
菊
亭
文
庫
」
を

中
心
に
―
」。

（
24
）「
鳥
羽
大
沢
家
文
書
」
四
―
Ｔ
―
三
六
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
）。

（
25
）
調
子
村
で
は
、
賭
事
の
禁
止
や
寄
合
酒
盛
り
の
禁
止
な
ど
の
規
定
が
、
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
正
親
町
家
か
ら
発
令
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
長
岡
京
市
編
さ
ん
委
員
会
編
［
一
九
九
七
］『
向
日
市
史
』
本
文

編
二
、八
八
頁
）。

（
26
）
下
植
野
村
に
お
け
る
今
出
川
家
の
所
領
の
場
合
、
全
村
高
七
一
三
石
余
の

う
ち
二
七
三
石
を
占
め
、
村
方
三
役
を
揃
え
る
地
方
支
配
の
体
制
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
大
山
崎
町
史
編
纂
委
員
会
編

［
一
九
八
三
］『
大
山
崎
町
史
』
本
文
編
、
三
四
七
頁
）。

付
記

　

専
修
大
学
図
書
館
に
は
、「
菊
亭
文
庫
」
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
大
変
御
世
話
に

な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

な
お
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費23K

00822

「
幕
末
維
新
期
の
公
家
「
家
政
」

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
田
中
暁
龍
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
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